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据 付 時 の 注 意
規定の電圧以外には接続しない。
モータ銘板に表示している電圧以外に接続すると、

モータの焼損を生じ、 火災の原因となることがあります。

接続時の感電に注意してください。
濡れた手 ( 汗も含む ) で接続しないでください。 配線時は、

必ず電源をＯＦＦにしてください。 感電の恐れがあります。

入・出力軸のキー溝部分に素手で触れない。

キー溝部のエッジは鋭利なため、 手を切る恐れがあります。

雨や水が直接かかるところには据付しない。
感電、 火災、 故障の原因となります。 屋外でのご使用、 または

据付をされる場合は、 専用の屋外タイプをご使用ください。

据付は、振動のない強固な面に取付けること。
据付部の強度が十分でないと、 運転中機械が転倒したり、

過大な振動により装置を損傷する恐れがあります。

回転体には、 安全カバーを設置してください。

回転体に手や指などで触れるとケガをする恐れがあります。

周囲温度が 0 度以下 40 度以上の環境に

設置しないでください。

輸送装置や昇降装置に使用される場合は、
安全のため、 装置側に保護装置を設けてください。

モータと連結する時は、

モータを確実に停止すること。 食品や薬品機械など特に油気を嫌う装置では、
故障、 寿命などでの万一の油漏れに備えて、
油受けなどの損害防止装置を取付けてください。重い ! 運搬時はご注意ください。

運搬時、 据付時に誤って足などの上に落下させると重傷を負う

恐れがありますので、 十分注意してください。

安全上のご注意
よくお読みください

このたびはニデックドライブテクノロジー製品をお買い求めいただき誠にありがとうございます。

この製品を正しく安全にご使用いただくために、 ご使用前には必ず取扱説明書をよくお読みください。

取扱説明書は、 お使いになる方がいつでも見れる所に保管してください。

ご使用前に、 この 『安全上のご注意』 をよくお読みのうえ正しくお使いください。

お守りいただく内容の種類を以下の絵表示で区分して説明しています ( 一例 )

警　告
取扱いを誤った場合に、 重傷を負う危険な状態が生じることが想定される場合を

示しています。

注　意
取扱いを誤った場合に、 軽傷を負うかまたは物的損害のみが発生する危険な状態が

生じることが想定される場合を示しています。 但し状況によっては重大な結果に

結びつく可能性があります。 必ず守ってください。

危　険
この表示の欄の内容を無視して誤った取扱いをすると、 人が死亡または重傷を負う危険、

または火災の危険が切迫して生じることが想定される内容を示しています。

このような絵表示は、 気を付けていただきたい 「注意喚起」 内容です。

このような絵表示は、 してはいけない 「禁止」 内容です。

このような絵表示は、 必ず実行していただく 「強制」 内容です。

！

！

！

！

・ 本書の記載内容を守らないことにより生じた損害に関しては、 弊社は一切責任を負いません。

・ 地震、 弊社に責任のない火災、 第三者の行為、 その他事故、 お客様の故意または過失による誤用その他異常な条件下での使用により生じた損害に関しては、 弊社は一切責任を負いません。

・ 保証規定については、 付属の保証書をお読みください。

この取扱説明書では、 安全注意事項のランクを 「危険」 「警告」 および 「注意」 として区分しています。

いずれも安全に関する重要な内容です。 必ず守ってください。

運 転 時 の 注 意
引火・爆発の危険がある雰囲気では使用しない。
引火 ・ 爆発の危険がある雰囲気でご使用の場合は、 防爆タイプを

ご使用ください。

運転中は、 本体が熱くなることがありますので、

触れないでください。
熱くなると火傷を負う恐れがありますので、 注意してください。

運転中の回転部には触れないこと。

出力軸、 入力軸、 ファンなどに触れないでください。

過負荷運転はしないでください。
カタログの定格値以上で運転するとモータなどが発熱し、

モータの焼損を生じ、 火災の原因となることがあります。

モータを逆転する時は、 モータを確実に停止させてから作業をすること。

保 守 ・ 点 検 時 の 注 意
点検時は、 電源を OFF にする。
感電防止のため、 モータが完全に停止したことをご確認のうえ、

点検 ・ 修理を行ってください。

運転中や停止直後に、 本体に触れないこと。
運転停止後もすぐに温度は下がりません。 分解 ・ 点検などで製品

に触れる時は、 温度の下がったことを確認して実施してください。
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■入力回転速度について

　　・本製品の標準仕様は、

　　　　入力回転速度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が適応範囲です。

      　上記以外の低入力回転速度で使用される場合は、 お問合わせください。

■出力回転速度について

　　・連続使用される場合は効率の良い中高速域でご使用ください。

　　 ・ ご注文時にご指定のなかった場合、 軽負荷を掛けた状態で 0rpm となる設定にしております。

　　 ・ 100rpm( ※ 1) 以下の低速域で連続使用すると、 負荷変動の影響を受けやすく、

　　　 回転速度が不安定になることがあります。

■目盛板の表示と負荷について

　　・負荷が変化しない限り、 回転変動はありませんが、 負荷が大きく変動

        すると同じ目盛位置でも回転速度が変化することがあります。

　　・目盛板では負荷に応じて目盛を読み取ってください。

　　・負荷が大きく変動した場合は、 回転速度も変化することがありますので

        ご注意ください。

■潤滑油について

　　

   

   

    ・潤滑油は、 必ず指定の専用潤滑油を使用してください。

　　・異種の油との混合は絶対にしないでください。

     ・ 周囲温度が 40℃以上、 0℃以下でご使用になるときは、 耐熱 ・ 耐寒用の潤滑油が必要です。

　　 ・ 特にご指定のない限り、 潤滑油は変速機内に必要量を充鎮して出荷しておりますので、 新たに注油の必要はありません。

     ・ 油量は毎日確認してください。

     ・ 交換時期を守り、 ご使用ください。

     ・ 初めてご使用いただくときは、 出力軸の回転方向を確認の上、 除々に負荷をかけてください。

　　 ・ ハンドルの回転方向と増減速については、 ハンドルの取付け方向などにより異なる場合があります。 ご不明な場合はお問合せください。

     ・ 正常な運転状態での変速機ケース表面温度は、 周囲温度＋ 50 度くらいまでです。

     ・ 正、 逆回転の切替えは、 モータ ( 入力 ) 軸が完全に停止した後に行ってください。

     ・ 停止中は、 変速を絶対にしないでください。

     ・ 過負荷にならないように注意してください。

     ・ NRX 型は、 出力トルク制限機種です。 特に、 中 ・ 低速域ではモータ定格電流値以下でも変速機には過負荷となる場合が

　　　 ありますので、 お問合わせください。

使用上のご注意

* 高精度をご要望のときは、 自動制御をおすすめします。

当製品について

中高速域 ･･･ 目盛板の 3 ～ MAX の範囲です

( ※ 1) 減速機なし型の回転速度

運転中のご注意

潤滑油 （変速部用専用トラクション TD オイル） のご購入は、 弊社 

または ENEOS ㈱の各営業所 までお問合せください。

*P8 に記載しています 3 専用潤滑油 をご参照ください。

潤滑油は動力伝達をするためだけでなく、 焼付、 磨耗、 防錆、 冷却など重要な役割をもっています。

潤滑油は性能、 寿命にも大きく影響しますので、 必ず専用潤滑油をご使用ください。

無負荷時はこの位置で 20rpm

100％負荷時はこの位置で 0rpm となる

無負荷時の目盛

中間負荷時の目盛

100％負荷時の目盛

( 入力 1800rpm 時 ) となる ( ※ 1)

合わせマーク

NRX-200B ～ 7500…700rpm ～ 2000rpm
NRX-11K ～ 18K　 …900rpm ～ 1800rpm
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■毎日の点検

     ・ 無理な負荷状態でないか。

　　 ・ 運転中の変速機ケースの温度が異常に高くないか。

　　

　　 ・ ベアリング、 摩擦伝動部などの転がり音に異常ないか。

　　 ・ 変速機に異常な振動はないか。

    < 潤滑油の点検 >

     ・ 適量の指示レベルまであるか ( 停止中に確認 )。

     ・ 汚れていないか、 透明度は良いか。

     ・ 漏れている箇所はないか。

■定期点検 (3 ヶ月ごと )

　　 ・ プーリ、 スプロケット、 変速機取付ボルトはゆるんでいないか。

　　 ・ 電気系統に異常はないか。

     ・ 無理な負荷状態でないか。

     ・ 潤滑油の交換

( 周囲温度＋ 50 度くらいまでなら問題ありません )

( 入出力軸部のオイルシール、O リング、オイルゲージ、注排油口周辺など )

◎異常な高温状態、 異音、 振動、 潤滑油漏れなど、 異常が発生した場合は、

   ただちに運転を中止し弊社までご連絡ください。

*P8 「3-1 専用潤滑油一覧表」 「3-2 潤滑油の交換」 をご参照の上、専用潤滑油を使用してください。

点　検
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保管時のご注意

ご購入後、 すぐにご使用にならない場合は、 下記の点に注意して保管してください。

一時的に保管する場合

長期間保管する場合

保 管 中 の 点 検

再稼動前の点検

    ① 清潔で乾燥した場所に保管してください。

    ② 屋外や湿気のある場所に保管する時は、 箱に入れ密封して、 ビニールシート等で覆ってください。

    ③ 保管時は、 圧抜きプラグに赤いゴム栓を取付けるか、 プラグ栓にて製品内部への湿気等の浸入を防止してください。

1) 現地据付後に雨水や湿気の多い屋外にて保管される場合

　　① 製品全体を防水シート等で覆い、 固定をしっかりして強風による脱落を防止すると共に、 隙間からの雨水や粉塵の

　　　  浸入を防止してください。

　　② 地面からの水分の蒸発が予想される場合は、 防水シートを敷き、 製品の周囲に湿気がこもらないように配慮してください。

　　③ 保管時は、 圧抜きプラグに赤いゴム栓を取付けるか、 プラグ栓にて製品内部への湿気等の浸入を防止してください。  

　　④ モータ端子箱にフタをし、 リード線出口を密封して、 端子箱からモータ内部への湿気の浸入を防止してください。  

2) 屋内にて保管される場合

　 湿気の発生が少ない場合は、 ビニール袋等で覆うと共に、 上記の③及び④の処置を行ってください。

3) 1 年以上の長期保管をされる場合は、 上記の処置を行うと共に、 特殊防錆仕様が必要です。

4) 防錆期間と処置

注 輸出防錆仕様または指示がある場合のみ、 1 年未満でも入出力軸部に防錆油を塗布します。

前述の保管方法が正しく実施されているか、 または保管方法に間違いがないか等を定期的に点検してください。

① 保管のために処置した内容 ( 専用オイルの量など ) を、 正規の状態に戻してください。

② 長期保管により、 ベアリングの封入グリースが硬化し、 局部的にグリース切れを起こす可能性がありますので、 運転前には

　 必ずモータファン部より、 数回ハンドターニングを行ってください。

③ オイルシール ・ Ｏリング ・ オイルゲージ等のゴムや樹脂製部品のうち、 外部に露出している部分については、 温度、

　 湿気や紫外線等の周囲の影響を受けて劣化する可能性がありますので、 再稼動前に点検し、 劣化が認められたものは

　 新品と交換してください。

防錆期間 1 年未満 ( 弊社出荷基準 ) 1 年以上～ 3 年未満まで ( 弊社推奨基準 )

発注時の指示方法 特に指示不要 “特殊防錆仕様” の指示必要

防錆箇所 工場出荷時の防錆処置 防錆油剤 工場出荷時の防錆処置 防錆油剤 出荷後の処置

製品露出部
入出力軸

及び
フランジ部

　入出力軸部
　　洗浄後、 ビニールテープを巻く。

　フランジ部
　　洗浄後、 防錆油剤を塗布し、
　　全体をビニール袋で包装する。

JIS K2246 NP-2

出光ダフニーエバーコート PL

または、 相当品

　入出力軸部
　　洗浄後、 防錆油剤を塗布し、
　　ビニールテープを巻く。

　フランジ部
　　洗浄後、 防錆油剤を塗布し、
　　全体をビニール袋で包装する。

JIS K2246 NP-19 相当品

タイユ ・ サビデン
SAP ・ D-15K

または、 相当品

　出荷 1 年後、 防錆状態を
　確認し必要なら防錆油を塗布。
　以後 1 年毎に同じ処置。

製
品
内
部

グリース潤滑 専用グリース封入出荷 - 専用グリース封入出荷 - 特別な処置不要

オイル潤滑
専用オイル充填出荷

( 空気流通口は密閉 )
-

 専用オイルをケース内部に

 満杯になるまで注油。

 ( 空気流通口は密閉 )

-

　出荷 2 年後に左記と同様の処 

  置を行う。 運転開始時には新 

  油に換え、 規定量まで入れる。

付
属
の
オ
イ
ル
ク

ー

ラ

ー

ユ
ニ
ッ
ト

水冷式

 専用オイルにて運転し、 出荷

 時オイルを排出。

 ( 空気流通口は密閉 )

 水管部は水分を完全に除去、

 乾燥させた後、 冷却水出入口 

 を密閉。

-

 専用オイルをユニット内部に

 満杯になるまで注油。

 ( 空気流通口は密閉 )

 水管部は水分を完全に除去、

 乾燥させた後、 冷却水出入口

 を密閉。

-

 出荷 2 年後に左記と同様の処

 置を行う。 運転開始時には新

 油に交換。

空冷式

　専用オイルにて運転し、 出荷時

　オイルを排出。

　( 空気流通口は密閉 )

-

 専用オイルをユニット内部に

 満杯になるまで注油。

 ( 空気流通口は密閉 )

-

 出荷 2 年後に左記と同様の処

 置を行う。 運転開始時には新 

 油に交換。
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1. 回転速度、 トルクの設定計画には余裕をもたせてください。

　　■ 相手機械を最高速で運転する場合、 変速機も最高回転となるように結合してください。

　　■ 低速時にトルクが増加する性質の機械 ( 例えば定馬力特性の機械 ) では、 最大トルクのときに、 変速機の定格トルク以内となるように

　　　　計画してください。

2. 連結する際、 出力軸に衝撃力や過大なスラスト荷重をかけないでください (11K ～ 18K 型は出力軸タップを利用ください )。

    a 変速機の出力軸径寸法公差は 200B ～ 7500 型 ： h6、

      11K ～ 18K 型 ： m6 に仕上がっていますので、 取付けられるカップリング、

       プーリ、 チェーンスプロケット、 歯車の穴公差は 200B ～ 7500 型 ： H7、

      11K ～ 18K 型 ： F7 に仕上げて、 木ハンマまたはプラスチックハンマで

       軽くたたく程度で押し込んでください。 強打してはめ込みますと、 軸受

      や変速機内部の損傷につながりますのでご注意ください。

    b 穴の口もとは、 1mm 程度の面取りをしてください。

    c キーの天は、 0.1 ～ 0.2 mm 程度すかせます。

    d セットボルトでキーの天を押さえ、 固定します。

       注 カップリング、 プーリ、 チェーンスプロケット、 歯車等の有効径は変速機の出 ( 入 ) 力軸径の 5 倍以上にしてください。

　　        また、 軸端には、 機械からの衝撃や振動、 過大なスラスト荷重などが伝わらないように注意してください。

             ( 許容軸荷重はカタログをご参照ください )

3. 連結に際しては、 十分に芯出しを行ってください。

　　■ カップリングで連結する場合、 変速機軸と相手機械軸が正しく

　　　　一直線になるように取付けてください。

　　■ プーリ、 チェーンスプロケット、 歯車等で接続する場合、

　　    変速機軸と相手機械軸とを正しく平行にし、 中心線を正確

　 　   に決め、 正しいかみ合いをするように取付けてください。

据付け1

無段変速機

出力軸
カップリング
プーリ
チェーンスプロケット
歯車

c

b

a

d セットボルト

相手機械

相手機械 変速機

変速機

カップリング ベルト、チェーン、歯車

横型 ( 出力軸横向 ) 倒立型 ( 出力軸上向 )型 ( 出力軸下向 )
周囲温度は

フランジ付　NRXMK X

ベース付　NRXMK

30cm

周囲温度は
　　　0℃～ 40℃に

注排油を容易に振動しない台に水平に

水にぬれないように スペースは
　　　　　ゆったりと

オイルゲージは
　　よく見えるように

10cm

ベース付

NRXMK Y

ベース付

NRXMK Z

フランジ付

NRXMK V

フランジ付

NRXMK I

1-1　据付け

1-2　連　結

1. 雨や水が直接かかる場所は避けてください。

    ■ 屋外や粉塵、 水滴のかかる場所でのご使用についてはご相談ください。

2. 周囲温度が 0℃～ 40℃くらいの環境に設置してください。

    ■ 上記範囲外 ( 高いまたは低い ) の温度でのご使用については、 必ず弊社までご相談ください。

3. 振動しない強固な据付け台にボルト等で確実に取付けてください。

    ■ 横型は水平に、 たて型 ( 出力軸下向 )、 倒立型 ( 出力軸上向 ) は、 垂直に取付けてください。 潤滑が悪くなり、 故障の原因となります。

　　    傾斜取付けの場合はご相談ください。

4. 減速機付の場合は、 変速部をボルト等で支持してください。

5. 保守、 点検が容易に行えるように設置をしてください。

    ■ 潤滑油の注排油に便利なように、 上部に約 30cm の空間を確保し、 床面より約 10cm の高さに取付けてください。

    ■ 機械等へ組み込む時は、 外から油量が確認できるようにし、 またパイプなどで潤滑油交換が容易にできるように設置してください。

【出力軸方向および取付方向】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【設置条件】

 注 コロネット減速機付 (N11 ・ 17 ・ 29 ・ 35 ・ 47 ・ 59 ・ 71 型 ) の出力軸回転方向は、

     入力軸と同方向になります。

たて
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2-1　運転開始時の注意事項

1. 特にご指定のない限り、 潤滑油は変速機内に必要量を充填して出荷しておりますので、 新たに注油の必要はありません※

    ( ご使用前に念のため、 オイルゲージの規定レベルに注油されていることをご確認ください )。

　　※但し、 棒状オイルゲージ付き機種に関しては充填されておりません。

　　

■ ご使用前には注油口のブレスキャップの圧抜き用ゴム止め栓 ( 赤色 ) を必ず取外してください。 また減速機付 (G ・ W ・ N タイプ ) の場合

　　は、 さらに減速機部注油口キャップの圧抜き用ゴム止め栓 ( 赤色 ) を忘れずに取外してください。

2. 配線は正確に行われているか確認してください。

3. 相手機械との連結に問題がないか確認してください ( 嵌合状態、 センタリング等 ) 。

4. はじめて運転するときは、 出力軸の回転方向をご確認の上、 徐々に負荷をかけてください。

ブレスキャップ
圧抜き用

ゴム止め栓 (赤色 )

ゴム止め栓 (赤色 )

圧抜き栓 ゴム止め栓 ( 赤色 ) をキャップより取外さないで

運転された場合、 圧の逃げ道がなくなりオイル

漏れの原因になります。

運　転2

強制冷却方式のため、 必ず次の要領で付属のオイルクーラユニットを接続してください。

■ オイルクーラユニットの取付け位置 ( 高さ ) は、 変速機のオイルレベルと同じくらいの高さに設置してください。

■ 電源は、 必ず変速機駆動モータと別電源にしてください。

・ 変速機内には、 専用潤滑油を必要量充填して出荷していますので、 ホース接続が完了するまでは、 変速機のバルブを

　開けないでください。

1. 本体とオイルクーラユニットは、 必ず付属のゴムホース (2 本 ) で接続してください。

2. ユニットの接続用マニホルドの 「IN」 と変速機油出口側接続口を、 また 「OUT」 と変速機油入口側接続口とを接続してください。

NRXMK-18K 型 ( 減速機付も含む ) の場合

接続方法1

・ 冷却水管に冷却用水のホース ( 貴社でご用意ください ) を接続してください。

　冷却水は、 20 ℓ /min( 冷却水流量 ) を通水してください。

〔水冷式〕
横型

油入口

ポンプ オイルフィルター

マニホルド
OUT

( 油出口 )
IN

( 油入口 )

冷却水出口

冷却水入口

水冷オイルクーラ

油入口

油出口

油出口

たて型

 ゴムホース ゴムホース

〔空冷式〕
横型

オイルフィルター空冷オイルクーラ

OUT
( 油出口 )

ポンプ
ユニット

IN
( 油入口 )

油入口

油入口

油出口

油出口

たて型

1-3　クーラユニットの接続
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1. 停止中 ( モータ入力が停止時 ) は、 変速ハンドルを絶対に回さないでください。 　　

2. 過負荷にならないように注意してください。

3. 正常な運転状態での変速機ケース表面温度は、 おおむね周囲温度 +50 度くらいまでです。

4. 次のような場合は、 運転を中止して、 点検ならびに処置してください。

　　※上記、 現象 ・ 原因についての詳細は P11  5 故障と対策をご参照ください。

5. 正 ・ 逆転等の切換えは、 モータ ( 入力 ) 軸が完全に停止したことをご確認いただいた後で行ってください。

　 瞬時の正 ・ 逆転の切換えは、 故障の原因となります。

NRX 型は、負荷が変化しない限り、回転変動はありません。

しかし、 負荷が大きく変動すると、 同じ目盛位置でも回転

速度が変化します。

1. 目盛板では、 負荷に応じた目盛を読み取ってください。

2. 負荷が大きく変化した時は、 回転速度も変化しますので、 ご注意

　  ください ( 回転精度を要求する時は自動制御をおすすめします )。

100％負荷時の目盛

中間負荷時の目盛

無負荷時の目盛

100％負荷時はこの位置で0rpmとなる

(入力1800rpm時)となる(※1)

( ※ 1) 減速機なし型の回転速度

無負荷時はこの位置で 20rpm

合わせマーク

2-2　運転中の注意事項

2-3　目盛板指示と負荷について

現　象 原　因

・ 急に温度が上昇し始めた時

・ 急に異常音が大きく出始めた時

・ 急に回転速度が不安定になり始めた時

・ その他、 異常を認めた時

・ 過負荷状態になっている

・ 潤滑油の過多、 不足、 劣化または異種を使用

・ 軸受、 伝動面の損傷

・ 相手機械との連結条件が悪い、 等

■クーラユニットの運転にあたり、 下記の手順で行ってください。

■電源は、 必ず変速機駆動モータとユニットは別電源にしてください。

 1  運転前には必ず、 変速機側バルブ (2 ヶ所 ) を必ず開けてください。

    ※閉めたまま運転するとポンプの故障原因になります。

 2  次にユニット側の電源を 「ON」 にし、 変速機本体とユニットの給油状態に異常のないことを確認のうえ

　　変速機側の電源を 「ON」 にしてください。

 3  クーラ用電動モータの回転方向を確認してください。

    1. 電動モータの回転方向は、 モータのファン側より見て

　　　 左回転になるように配線してください。

    2. 回転方向の表示位置は右表を参照してください。

 4  オイルフィルターの点検、 洗浄

　　・ 使用程度に応じて、 フィルターの目づまりはオイルクーラユニット上部のフィルター内の検知器で “色” 表示されます。

NRXMK-18K 型 ( 減速機付も含む ) の場合

青 黄 白正常 エレメント洗浄 危険

機種 表示位置

RXCA-01
RXCW-01

電動モータに回転方向表示

RXCW-01-1
RXCW-01-2

ポンプに回転方向表示

ユニット側

電源 「ON」

変速機バルブ ( 入 ・ 出 ) を開く

変速機側

電源 「ON」
ユニットにオイルが

充填しているか確認

オイルが変速機のオイルゲー

ジの規定レベルにあることを

確認
ベース

2-4　クーラユニットの運転
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● 特に温度の低い場所 ( 約 -30℃～ 0℃ )、 高い場所 ( 約 40℃以上 ) でご使用になる時は、 耐寒用、 耐熱用潤滑油

　　および内部パーツの変更が必要になりますので、 詳細は事前に弊社までご相談ください。

● 専用トラクションドライブ油の購入に関しては、 弊社または ENEOS ㈱の各営業所へお問合わせください。

■ 変速部

　　専用トラクションドライブ油は、 オイル寿命が抜群に長く、 交換周期も非常に長くなっています。 ＊交換時期については、 上表をご参照ください。

■ 減速部

　　指定の交換時期毎に上表の潤滑油を交換してください。

注 1. 出荷時に充填している潤滑油については都度お問合わせください。

　　2. オイルの交換時期は使用条件により異なります。 また、 湿気 ･ 活性ガスが多い特殊雰囲気下での交換時間は上表より早めてください。

専用潤滑油3

3-1　専用潤滑油一覧表

潤滑油は動力伝達をするための重要な要素であり、 焼付 ・ 磨耗 ・ 防錆 ・ 冷却等の数々の作用効果を発揮します。

潤滑油は性能 ・ 寿命に大きく影響するため、 変速部は必ず専用トラクションドライブ油をご使用ください。

■ 変速部と減速部では、 潤滑油の種類が異なります。 万一、 異種のオイルをご使用になりますと性能を十分に発揮できず、 寿命にも大きく影響を及ぼしますのでご注意ください。

3-2　潤滑油の交換

・ 検知器の表示環が 黄 を表示したら、 フィルター上部のカバーを取外し、

　エレメントを軽油等で洗浄してください。

　

  水冷式の注意事項

・ 常時オイルクーラの水が流れているかどうかを確認してください。

・ 寒冷地、 厳寒時に、 水が凍結する危険がある場合、 また、 運転

　を中断する場合には、 クーラのドレンプラグを外し、 クーラ内の

　水を抜き取ってください。

・ クーラ内に水アカ等が付着すると冷却機能が低下する原因となり

　ますので、 クーラの冷却水管内を年に一度洗浄してください。

注 水管内を洗浄する時には、 両端の水室カバーを取外してください。

　

  空冷式の注意事項

・ ラジエータを取外すときは、 油を抜いてから出入口配管、 サポートのボルト 4 本 (6 × 15)、 ファン側のナベネジ 2 本 (4 × 50)、 ファン、 モータ

　の順に外します。 ラジエータに油性の塵埃等が多量に付着している場合は、 中性洗剤を溶かした温水溶液に浸し、 ゆすぎ洗いをし、 圧縮空気を

　吹きつけてください。

・ 油側の洗浄については年に一度位、 溶剤 ( トリクロルエチレン等 ) にて洗浄してください

　( 劣化油は溶剤にて徐々に溶解しますので、 30 分程度溶剤を入れたままにしておいてください )。

オイルフィルター

水室カバー
冷却水

出入口

冷却水ドレンプラグ

( 白 ) 危険

( 黄 ) エレメント洗浄

( 青 ) 正常

検知器

1

注 特に温度の低い環境（約 -10℃～ -30℃）、高い環境（約 40℃以上）でご使用になるときは、耐寒用、耐熱用の潤滑油が必要となりますので詳細は事前に当社までご相談ください。

オイルの交換時期は使用条件により異なります。

減速方式 遊星 ・ 親子減速機 内接式遊星減速機 ウォーム減速機

変速機機種

RX-60 ・ 90

NRX-60 ・ 90

ARX-60 ・ 90

RX-200B

NRX-200B ・ 400B

RX-400 ～ 7500

NRX-750 ～ 18K

ARX-400 ～ 750

SC-200E ～ 22000C

O-200E ～ 1500E

RX-90

NRX-90

ARX-90

RX-200B ～ 15K
NRX-200B ～ 30K
ARX-400 ～ 750

RX-90 ～ 3700

NRX-90 ～ 5500

ARX-90 ～ 750

SC-200E ～ 3700E

O-200E ～ 1500E

SC-200E ～ 3700E

O-200E ～ 1500E

呼称減速比 G3M ・ G5M G3M ・ G5M G3 ・ G5 ・ G6 G11 ～ G71
N(G)11 ～ 71

C11 ～ 87
W10 ～ W30

減速機枠番 - - - A ・ B A ・ B ・ C D ～ G H ～ N -

潤滑方式 グリース潤滑 グリース潤滑 オイル潤滑 オイル潤滑 グリース潤滑 オイル潤滑 オイル潤滑

種　　別

( 粘　度 )

NLGI No.1

グリース

NLGI No.0

グリース

JIS K 2219 

ギヤ油工業用 2 種

ISO VG220

JIS K 2213 

タービン油 2 種

ISO VG46

NLGI No.2

グリース

JIS K 2219 

ギヤ油工業用 2 種

ISO VG100

JIS K 2219 

ギヤ油工業用 2 種

ISO VG320

銘

柄

出光
ダフニーコロネックス

EP No.1

ダフニーポリレックス

No.0

ダフニースーパー

ギヤオイル 220

ダフニーメカニック

オイル 46
-

ダフニースーパー

ギヤオイル 100

ダフニースーパー

ギヤオイル 320

エピノック

グリース AP1
パイロノック

グリース No.0

ボンノック

TS220

FBK オイル

RO46
-

ボンノック

TS100

ボンノック

TS320

モービル
モービラックス

EP No.1
-

モービルギヤ
600XP　220

DTE オイル

メディアム
-

モービルギヤ
600XP　100

モービルギヤ

600XP　320

昭和シェル
アルバニア

EP No.1
スタミナ RL　

No.0
オマラS2G オマラS2G オマラS2G

220 46

テラスS2M
-

100 320

コスモ
ダイナマックス

EP No.1
-

コスモギヤ

SE220

コスモオルパス

46
-

コスモギヤ

SE100

コスモギヤ

SE320

協同油脂
ユニルーブ

DL No.1

エクセライト

EP No.0
- - - - -

ニッペコ - - - - NDS グリース - -

交換時期 20,000 時間 または 4 ～ 5 年 5,000 時間または 1 年毎
20,000 時間

 または 4 ～ 5 年
5,000 時間または 1 年毎

変速機

変速機機種

RX-60 ～ 3700

NRX-60 ～ 7500

ARX-60 ～ 750

SC-200E ～ 22000C

O-200E ～ 1500E

RX-5500

　　 7500

NRX-11K

　　　15K

RX-11K ～ 15K

NRX-18K ～ 30K

潤滑方式

変速部 ギヤ部

オイル潤滑
オイル
強制

オイル潤滑

種　　別
変速部専用

トラクションオイル

JIS K 2219 

ギヤ油工業用 2 種

ISO VG220

銘

柄

出光
ダフニースーパー

ギヤオイル 220

ENEOS ENEOS
ボンノック

TS220

モービル
モービルギヤ
600XP　220

昭和シェル
オマラS2G

220

コスモ
コスモギヤ

SE220

交換時期

20,000 時間 

または

4 ～ 5 年

5,000 時間

または

1 年毎

T
D

 

22

T
D

 

10
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■ 異種の油との混合は絶対避けてください。 油質に変化を生じ、 悪影響を及ぼす恐れがあります。

■ 漏油は事故の原因となりますので、 注排油時に布等で拭くようにしてください。

[ 変速部 ]

■ 変速機停止時に、 オイルゲージの規定レベルまで注油して ください。

注 油量不足のまま運転すると内部損傷の恐れがありますので、 油量は

    毎日ご確認ください。

注 たて型の注油の場合は、 必ずたて型にセットしてから入れてください。 横にしたまま

    入れますと、 オイル量が変わり、 正しい潤滑管理ができません。 注油量が多すぎ

    た場合は、 ドレンプラグを外し、 油を抜いて油量を加減してください。

注 たて型 200B ～ 1500 型の注油時は、 内部の空気圧を抜く 「注油時用圧抜栓」 がありますので、 注油時は必ず取外して注油してください。

　　注油後は圧抜栓を取付けてください。

■グリース潤滑方式 <N(G)11 ～ 71 型の A ・ B ・ C 枠 > の場合は、 途中補給

　 の必要はありません。 交換する時は、 オーバーホールを兼ねて分解後、

   給脂してください。

[ 減速部 ]

■ 減速部は、 中央のプラグ位置がオイルレベルとなります。

    注油は、 上部の注油プラグとレベルプラグを外し、 レベルプラグから

    オイルが流出するまで入れてください。

(

注油口

注油口 注油口
チューブ式オイルゲージ

（バンド位置がオイル

 レベルとなります )レベルプラグ
レベルプラグ

ドレンプラグ

遊星減速機付 )

ドレンプラグ

(コロネット減速機付 )

ドレンプラグ

(ウォーム減速機付 )

ドレンプラグ

(内接式遊星減速機付 )

3-3　 注排油手順

SC・O
N・RX

S
C

・
O

N
・
R

X

(200B･400B･750･11K以上) (1500 ～ 7500)

たて型

注油レベル
( 停止時 )

注油レベル
( 停止時 )

注油レベル
( 停止時 )

たて型

横型
横型

減速部注油口

減速部注油口

減速部注油口

減速部注油口

減速部排油口

減速部排油口

減速部排油口

変速部注油口

変速部注油口

変速部注油口

変速部注油口

注油時用圧抜栓 (200B ～ 1500)

注油口
注油口

注油口
注油口

オイルレベル

オイルレベル

オイルゲージ

オイルゲージ

オイルゲージ

オイルゲージ

オイルゲージ

オイルゲージ

オイルゲージ
オイルゲージ

オイルゲージ

変速部排油口

変速部排油口
変速部排油口

減速部排油口

変速部排油口

排油口

排油口排油口
排油口

オイルゲージ

3-4　適正油量、 注 ・排油プラグ位置

型番
横型 たて型

変速部 変速部

200B 0.2 0.4

400B 0.2 0.4

750 0.5 1.0

1500 0.8 1.9

2200 1.8 2.7

3700 2.5 4.8

5500 2.8 5.4

7500 2.2 5.4

11K 5.0 15

15K 5.0 15

18K 5.0 15

型番 減速比
横型 たて型

変速部 減速部 変速部 減速部

200B G3M･G5M 0.2 グリース 0.4 グリース

400B G3M･G5M 0.2 グリース 0.4 グリース

750 G3･6 0.5 0.4 1.0 0.4

1500 G3･6 0.8 0.5 1.9 0.8

2200 G3･6 1.8 1.0 2.7 1.3

3700 G3･6 2.5 1.5 4.8 2.3

5500 G3･6 2.8 1.8 6.5 3.5

7500 G3･6 2.2 1.8 6.5 3.5

11K G3･5 5.0 9.0 15 18.2

15K G3･5 5.0 9.0 15 18.2

18K G3･5 5.0 9.0 15 18.2

 NRX □型 (L)

 NRX □－□ -G □型　遊星 ・ 親子減速機 (L)

注油時用圧抜栓 (200B ～ 1500)

200B ～ 7500 型200B ～ 7500 型 11K、15K、18K 型11K、15K、18K 型

200B ～ 7500 型200B ～ 7500 型

11K、15K、18K 型11K、15K、18K 型
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減速部注油口

減速部排油口

変速部注油口

オイルレベル

オイルゲージ
変速部排油口

減速部注油口

減速部排油口

変速部注油口

注油時用圧抜栓 (200B ～ 1500)

オイルレベル

オイルゲージ

変速部排油口

減速部注油口

減速部排油口

変速部注油口

オイルゲージ

オイルゲージ

変速部排油口

減速部注油口

減速部排油口

変速部注油口

オイルゲージ

オイルゲージ

変速部排油口

減速部注油口

減速部注油口

減速部排油口 減速部排油口

変速部注油口オイルレベル

オイルレベル

変速部排油口

オイルゲージ

H □ U V □ D V □ U

型番 変速部
減速部

H □ U V □ D V □ U

200B W10･20･30 0.2 0.25 0.4 0.4

400B
W10 0.2 0.25 0.4 0.4

W20･30 0.2 0.5 0.6 0.6

750
W10 0.5 0.5 0.6 0.6

W20･30 0.5 0.7 0.85 0.85

1500
W10 0.8 0.7 0.85 0.85

W20･30 0.8 1.3 1.5 1.5

2200
W10 1.8 1.3 1.5 1.5

W20･30 1.8 2.1 2.7 2.7

3700
W10 2.5 2.1 2.7 2.7

W20･30 2.5 3.3 4.1 4.1

5500
W10 2.8 3.3 4.1 4.1

W20･30 2.8 5.5 7.5 7.5

 NRX □－□ -W □型　ウォーム減速機 (L)

型番 減速比 枠番
横型 たて型

変速部 減速部 変速部 減速部

200B
G11･17 A 0.2 グリース 0.4 グリース

N29 ～ 71 B 0.2 グリース 0.4 グリース

400B N11 ～ 71 B 0.2 グリース 0.4 グリース

750
N11 ～ 29 B 0.5 グリース 1.0 グリース

N35 ～ 71 C 0.5 グリース 1.0 グリース

1500
N11 ～ 29 C 0.8 グリース 1.9 グリース

N35 ～ 71 D 0.8 0.9 1.9 1.5

2200
N11 ～ 47 D 1.8 0.9 2.7 1.5

N59 ～ 71 E 1.8 1.8 2.7 2.4

3700
N11 ～ 29 D 2.5 0.9 4.8 1.5

N35 ～ 71 E 2.5 1.8 4.8 2.4

5500
N11 ～ 47 E 2.8 1.8 5.4 2.4

N59･71 F 2.8 3.2 5.4 4.3

7500
N11 ～ 35 E 2.2 1.8 5.4 2.4

N47 ～ 71 F 2.2 3.2 5.4 4.3

11K
C11 ～ 43 H 5.0 4.6 15 7

C87 L 5.0 15 15 18

15K
C11 ～ 43 H 5.0 4.6 15 7

C87 L 5.0 15 15 18

18K
C11･21 H 5.0 4.6 15 7

C29･43 L 5.0 15 15 18

 NRX □－□ -    □型　内接式遊星減速機 (L)N
C

200B ～ 7500 型200B ～ 7500 型

11K11K･15K15K･18K 型18K 型
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定期点検4

1. 運転中の変速機ケースの温度が異常に高くないか。

　＊おおむね周囲温度 +50 度くらいまでなら問題ありません。

2. ベアリング、 摩擦伝動部などの転がり音に異常はないか。

3. 変速機に異常な振動はないか。

　＊これらに異常が発生した場合は、ただちに運転を中止して分解点検するか、弊社までご連絡ください。

4. オイルは適量のオイルゲージの規定レベルまであるか （停止中に見ること）。

5. オイルは汚れていないか。 オイルゲージの透明度はよいか。

6. オイルの漏れている箇所はないか ( 入出力軸部のオイルシール、 Ｏリング、

  オイルゲージ、 注排油口周辺など )。

  ＊オイル漏れが生じた時は、 部品を交換するか、 弊社までご連絡ください。

1. 無理な負荷状態ではないか。

2. プーリ、 スプロケット、 変速機取付ボルトはゆるんでいないか。

3. 電気系統に異常はないか。

4. 主要部品の点検と整備。

　＊変速機内部に異常音が発生した時は、 ただちに運転を中止して分解点検するか、

　　 弊社までご連絡ください。

5. 潤滑油の交換時期が過ぎていないか。

　＊オイルのレベルが低下していないか、 色が濁っていないか。

　　 オイルの交換時期は過ぎていないか。

4-1　毎日の点検 4-2　定期点検 ( 最低 3 ヶ月に 1 回くらい )

故障と対策5

負荷をかけた場合

回転 （伝動） しない

ヒューズが切れる
異常負荷がかかっている 調査後規定まで負荷を下げる

ヒューズの容量不足 規定のものと取替

負荷が重すぎる
変速機の容量不足 機種 ・ 型番の再検討

伝動面の圧接不良 圧接状態を調査、 磨耗品は交換

相手機械および、 その連結機構の故障 調査後、 調整 ・ 修理

回転 （伝動） する

異常な温度上昇 （過熱）

伝動面の過大圧接 圧接状態を調整

電圧の低下 電力会社に相談する

負荷が重すぎる 調査後規定まで負荷を下げる

オイル高粘度 指定油または相当油と交換

油量の過多 ・ 不足 ・ 劣化 指定油または相当油と交換 ( 規定量 )

回転速度不安定

相手機械との連結部の不良 調査後、 調整 ・ 修理

オイル高粘度 指定油または相当油と交換

スリップしている 負荷が重すぎる 調査後規定まで負荷を下げる

伝動面の圧接不良 圧接状態を調整

伝動面磨耗 リング及びコーンを正常品と取替

スリップしていない
電力低下 電力会社に相談する

負荷が重すぎる 調査後規定まで負荷を下げる

音鳴りがする

欠相運転 （三相が単相として働いている） 電線を調査する、 電力会社に相談する

変速すると

　　　　音が変わる

出力側軸受の損傷 ベアリング取替

出力側伝動面の損傷 リング及びコーンを正常品と取替

変速しても

　　音が変わらない

入力側軸受の損傷 ベアリング取替

入力側伝動面の損傷 リング及びコーンを正常品と取替

無負荷の場合

モータキー部の損傷 キー及びシャフトを正常品と取替

回転 （起動） しない

リング及びコーンのはずれ リング及びコーンの調整

リング及びコーンの接触不良 シムの調整

ヒューズの切断 ターミナルの接触調整、 ヒューズを取替

スイッチの接触不良 接触部分を調整

ステータコイルの断線 専門工場で修理

接続電線の断線 断線部分調査後取替

ベアリングの損傷 ベアリング取替

接続電線の一相断線 完全品と取替

回転 （起動） する

逆転する 結線違い 電源三本のうち、 二本を入替

回転速度が上がらない

スイッチの接触不良

( 単相の場合ガバナスイッチ )
接触部調整

ステータコイルの一相短絡 専門工場で修理

ロータ ・ ステータの接触 軸受交換または専門工場で修理

オイル高粘度 指定油または相当油と交換

伝動面磨耗 伝動部品を正常品と取替

音鳴りがする

変速すると

　　　　音が変わる

出力側軸受の損傷 ベアリング取替

出力側伝動面の損傷 リング及びコーンを正常品と取替

変速しても

　　音が変わらない

入力側軸受の損傷 ベアリング取替

入力側伝動面の損傷 リング及びコーンを正常品と取替

モータキー部の損傷 キー及びシャフトを正常品と取替

●油もれ

O リングの不良 変形、 亀裂品は正常品と取替

オイルシールの不良 硬化、 変形品は正常品と取替

取付ボルトのゆるみ 正しくボルトを締付ける

潤滑油が多すぎる 規定量に加減

パッキンまたはボンドの未着 ボンドを均一に塗布。 パッキンを正常品と交換

圧抜き用ゴム止め栓が付いたまま ゴム止めを取外す

故 障 現 象 故 障 原 因 手 当
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分解・組立6

①排油口のプラグを抜いて潤滑油を完全に排出する。

②上部カバーを取外す。

③出力軸 Assy を本体から取外す。

④カム Assy を出力軸 Assy から取外す。

⑤コーン Assy を取外す。

⑥リング Assy を取外す。

⑦モータ軸から入力円板を取外す。

　 ・ 点検洗浄

　 ・ 分解後、 各部品を点検して洗い油で洗浄する。

　 ・ 不良品は正常品と交換する。

●組立手順は、 分解手順の逆になります。

● M フランジ、 出力軸ホルダ、 モータなどと、 本体ケース、 カバー

　 との接合部にはパッキンを入れてください。 その場合、 パッキンに

　 変形、 亀裂等があれば正常品と取替えてください。

   * 組立が完了しましたら 「6-3 シムの調整」 にしたがって、 内部の圧接力の調整を行ってください。

●シムの調整 ( 圧接力調整 ) は出荷時に十分な調整を行っておりますので、 ご使用にあたって再調整の必要はありません。

　 やむをえない事情で分解 ・ 組立を行なった場合は、 下記の要領で再調整をしてください。

　

NRX □型　* 減速機付は、 それぞれのページを参照ください。

●調整要領

　分解後、 組立が完了しましたら、 「自動調圧機構」 を有効に作用させるために、 次の要領でベアリングカバー内の

　シムにて圧接力調整をしてください。

　･ 変速部組立時には、 リングを最低速 ( 出力軸 ) 側に移動させておいてください。

●手順

　①ベアリングカバーを完全に締付けます。

　②出力軸にプーリを取付け、 手でプーリを左右に回してなじませます。

分解した部品は、再組立までごみがつかないように
保管してください。

本機に異常または故障が生じ、 分解点検が必要な場合は、 次ページの分解 ･ 組立図を参考に実施してください。

（P11 5 故障診断と手当方法 をご参照ください。）

注 中型機 ( 約 1.5kW 型 ) 以上や減速機付は、 分解 ・ 組立の際に重量パーツがありますので、 ホイストやクレーンを必要とする場合があります。

注 弊社の作業員により分解点検を行う場合、 変速機の取外しと取付けは貴社にてお願いいたします。

③ プーリを左右に回してみて、 出力軸のギャップが下表の範囲なら

　　正常です。

　　ギャップが大きすぎたり、 小さすぎる場合はベアリングカバーを

　　取外し、 シム (0.1mm ～ 0.2mm) を増 ･ 減して正常になるよう調

　　整してください。

③ 上部カバーを取外してください。

④ 本体内部をのぞき込み、 下図のように、 カムディスクと入力カムの

    隙間が、 下表の範囲なら正常です。

　  隙間が大きすぎたり、 小さすぎる場合はベアリングカバーを取外し、

    シム (0.1mm ～ 0.2mm) を増 ･ 減して正常になるよう調整してください。

カムレティナ1°～ 3°

シム シム
入力カム

カムディスク

隙間

6-1　分解手順

6-3　シム ( 圧接力 ) の調整

6-2　組立手順

⑤ シム (圧接力 )調整が完了しましたら、上部カバーを取付け、

　 目盛板を合わせてください。

　 無負荷の状態で合わせマークと目盛板の NO LOAD の 0 を

   合わせボルトで締付けてください。

④ シム (圧接力 )調整が完了しましたら、上部カバーを取付け、

　 目盛板を合わせてください。

　 無負荷の状態で合わせマークと目盛板の NO LOAD の 0 を

   合わせボルトで締付けてください。

NRX □ -3700 ～ 18K 型の場合

カムディスクと入力カムの隙間で調整

型の場合
NRX □ -200B･400B
NRX □ -750 ～ 2200

出力軸のギャップ角で調整

型番 出力軸のギャップ

200B･400B
750･1500

1°～ 3°

2200
1°～ 3°にしたのち
0.2mm のシムを追加

型番 カムディスクの隙間

3700 ～ 18K

隙間を 0 ～ 0.1mm にしたのち

0.1 ～ 0.15mm のシムを追加

( 加圧は 0.05 ～ 0.1mm とする )



13

NRX    -       -G   型　遊星減速機付

NRX    -       -W   型　ウォーム減速機付

●分解後、 変速部と減速部の組立がそれぞれ完了しましたら、 次の要領で圧接力調整をしてください。

●変速部組立時には、 リングを最低速 ( 出力軸 ) 側に移動させておいてください。

●手順

　① 変速部の上部カバーを外し、 内部をのぞき込み下記の要領で圧接力調整をしてください。

　② W 型 ( ウォーム減速機 ) のみ六角穴付止めネジを緩めてください。 *P19 の減速機部 ( ウォーム減速機 ) 分解組立図参照

　③ ラジオペンチ等でカムレティナをはさみ、 動き量 ( ギャップ ) が下表の

      範囲なら正常です。

　　  ギャップが大きすぎたり、 小さすぎる場合はベアリングカバー (W 型は、

      HS 盲カバー ) を取外し、 シム (0.1 ～ 0.2mm) を増 ･ 減して、 正常にな

      るように調整してください。

　④ シム ( 圧接力 ) 調整後、 W 型 ( ウォーム減速機 ) のみ六角穴付止めネジを締めてください。

　⑤ 次に目盛板を合わせてください。

　　  *P12 標準型 NRX □型を参照。

③ 変速機内部をのぞき込み、 下図のようにカムディスクと入力カム 

    の隙間が、 下表の範囲なら正常です。

　  ギャップが大きすぎたり、 小さすぎる場合はベアリングカバー (W 型

　  は、 HS 盲カバー ) を取外し、 シム (0.1 ～ 0.2mm) を増 ･ 減して、

　  正常になるように調整してください。

カムレティナ

入力カム

カムディスク

隙間

カムレティナ

カムディスク

1°～ 3°

NRX □ -200B ～ 2200-G □型

NRX □ -200B ～ 2200-W □型

カムレティナのギャップ角で調整

NRX □ - 3700 以上 -G □型

NRX □ - 3700 以上 -W □型

NRX □ -11K ～ 18K-C □ H･L 型

カムディスクと入力カムの隙間で調整

型番 カムレティナのギャップ

200B･400B

750･1500
1°～ 3°

2200
1°～ 3°にしたのち

0.2mm のシムを追加

型番 カムディスクの隙間

3700 ～ 18K

隙間を 0 ～ 0.1mm にしたのち

0.1 ～ 0.15mm のシムを追加

( 加圧は 0.05 ～ 0.1mm とする )
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NRX 　 -       -N   型　コロネット減速機付　● NRX □ -11K ～ 18K-C □型は、 P13 の手順に準じてください。

●分解後、 変速部と減速部の組立がそれぞれ完了しましたら、 次の要領で圧接力調整をしてください。

●変速部組立時には、 リングを最低速 ( 出力軸 ) 側に移動させておいてください。

●手順

　① ER フランジ面とアジャスタ面が同一面になるように、 ER フランジの調整用穴にロッド (T レンチ ) 等を差込み、

　　　アジャスタを回して面を合わせた後、 減速部本体と変速部本体を組付けます。

　② 次に変速部の上部カバーを外し、 内部をのぞき込みながらアジャスタをロッド (T レンチ ) 等で回して、 次の要領で圧接力調整をします。

　③ 圧接力調整確認方法　　

　　 （アジャスタは出軸より見て時計回転が加圧、 反時計回転が減圧です）。

アジャスタ固定ボルト

アジャスタ

カバー

ER フランジ

同一面に

なるように

アジャスタ固定ボルト

アジャスタ

ロッド (T レンチ )

鋳抜穴

加圧

減圧

ER フランジ

カバー

　④ ラジオペンチ等で、 カムレティナをはさみ、 動き量 ( ギャップ ) が下表の

　　  範囲なら正常です。

　　  ギャップが大きすぎたり、 小さすぎる場合は、 ER フランジのアジャスタ

　　  を回し、 調整してください。

　⑤ シム ( 圧接力 ) 調整完了後、 固定ボルトでアジャスタを固定し、 もう一方にメクラボルトをセットします。

　　　注固定ボルトは、 アジャスタの回転を止めるもので、 アジャスタの溝底にボルトの先を当てないこと。

④ 変速機内部をのぞき込み、 下図のようにカムディスクと入力カム 

    の隙間が、 下表の範囲なら正常です。

　  ギャップが大きすぎたり、 小さすぎる場合は、 ER フランジのアジャス

　  タを回し、 調整してください。

カムレティナ

入力カム

カムディスク

アジャスタ

ER フランジ

メクラボルト

固定ボルト

隙間

隙間

カムレティナ

カムレティナ

カムディスク

1°～ 3°

　⑥ 次に目盛板を合わせてください。

　　  *P12 標準型 NRX □型を参照。

NRX □ -200B ～ 2200-N □型

カムレティナのギャップ角で調整

NRX □ -3700 ～ 7500-N □型

カムディスクと入力カムの隙間で調整

型番 カムレティナのギャップ

200B･400B

750･1500
1°～ 3°

2200
1°～ 3°にしたのち

アジャスタを 1 ピッチ加圧

型番 カムディスクの隙間

3700 ～ 7500
隙間を 0 ～ 0.1mm にしたのち

アジャスタを 1 ピッチ加圧
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2

S
6
5
9
0
1
3

型
番

型
番

ベ
ア

リ
ン

グ
位

置

シ
ー

ル
位

置

N
R
X
M

K
-
1
1
K

～
1
8
K

型
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2
1
2

2
1
0

2
C

2
E

2
1
9

2
2
0

2
2
1

2
D

2
1
9

2
1
1

2
1
8

2
1
3

2
1
3

2
1
7

2
D

2
1
6

2
C

2
0
6

2
0
9

2
1
5

21
4

20
7

2B

21
0

2A

20
4

20
2

2R

20
1

28
1

2
S

2
1
2

2
1
0

2
B

2
0
8 2

0
3

2
A

2
0
5

2
0
3

2
0
2

2
0
1

2
0
6

2
1
5

2
1
4

2
8
1

2
R

2
C

2
D

2
D

2
2
0

2
2
1

2
2
2

2
2
2

2
1
9

2
1
1

2
1
8

2
1
3

2
1
8

2
1
0

2
1
1

2
1
1

2
1
3

2
F

2
2
0

2
1
9

2
1
9

2
C

2
2
1

2
2
2

2
2
2

2
1
8

2
1
3

2
F

2
2
0

2
1
9

2
2
1

2
2
2

2
2
2

2
1
0

2
C

2

1

1
7

1
6

1
5

3
8

2
2
6

2
2
5

2
G

2
2
4

2
2
3

2
S

2
S

ベ
ー
ス
付

ベ
ー
ス
付

フ
ラ
ン
ジ
付

G
6

G
3

フ
ラ
ン
ジ
付

入
力
部

変
速
部

減
速
部

N
R
X
M
(K
)-
20
0B
・4
00
B
-G

3M
・G

5M

7
5
0

1
5
0
0
～
7
5
0
0

2
2
0
0
～
7
5
0
0

7
5
0
・
1
5
0
0

N
R
X
M
(K
)-
75
0～

75
00
-G

3・
G
6

15
00
～
75
00
型
の
み

変
速
部
詳
細
は
P
15
参
照

主
要
部
品
名
称

コ
ー

ン
レ

テ
ィ

ナ

コ
ー

ン

出
力

カ
ム

カ
ム

レ
テ

ィ
ナ

カ
ム

デ
ィ

ス
ク

パ
ッ

キ
ン

(
出

力
側

)

ベ
ー

ス
A

ギ
ヤ

ケ
ー

ス

プ
ラ

グ

パ
ッ

キ
ン

O
リ

ン
グ

シ
ム

R
・

ス
ナ

ッ
プ

リ
ン

グ

S
・

ス
ナ

ッ
プ

リ
ン

グ

マ
テ

ッ
ク

ス
ユ

ニ
ッ

ト

出
力

軸

ス
プ

リ
ン

グ
ピ

ン

入
力

ギ
ヤ

入
力

軸

ベ
ア

リ
ン

グ
カ

バ
ー

O
リ

ン
グ

ジ
ョ

イ
ン

ト

中
間

フ
ラ

ン
ジ

遊
星

ギ
ヤ

ピ
ン

カ
ラ

ー

遊
星

ギ
ヤ

E
・

ス
ナ

ッ
プ

リ
ン

グ

R
・

ス
ナ

ッ
プ

リ
ン

グ

合
フ

ラ
ン

ジ

圧
抜

栓

ス
ペ

ー
サ

ベ
ー

ス
B

た
て

フ
ラ

ン
ジ

2
A

～
2
G

 ベ
ア

リ
ン

グ

2
R

、
2
S

 オ
イ

ル
シ

ー
ル

1 2

1
5

1
6

1
7

3
8

2
0
1

2
0
2

2
0
3

2
0
4

2
0
5

2
0
6

2
0
7

2
0
8

2
0
9

2
1
0

2
1
1

2
1
2

2
1
3

2
1
4

2
1
5

2
1
6

2
1
7

2
1
8

2
1
9

2
2
0

2
2
1

2
2
2

2
2
3

2
2
4

2
2
5

2
2
6

2
8
1

  
減

速
部

は
、

各
部

品
組

立
済

み
の

も
の

を

  
取

扱
っ

て
お

り
ま

す
。

  
減

速
機

ア
ッ

セ
ン

ブ
リ

交
換

と
な

り
ま

す
。

遊
星

減
速

機
部

  
 分

解
組

立
図

2
0
0
B・

4
0
0
B

N
R
X
M

(
K
)
-
2
0
0
B
･
4
0
0
B
-
G
3
M

、
G
5
M

型
/
N
R
X
M

(
K
)
-
7
5
0

～
7
5
0
0
-
G
3
、

G
6

型
※

変
速

機
部

に
つ

い
て

は
P

1
5

を
参

照
し

て
く
だ

さ
い

。

使
用
ベ
ア
リ
ン
グ
呼
称
番
号
一
覧
表

G
3
M
・
G
5
M

2
A

、
2
B

、
2
C

、
2
D

:ボ
ー

ル
ベ

ア
リ

ン
グ

(Z
Z

は
金

属
シ

ー
ル

型
)

倒
立

型
で

セ
ン

サ
ギ

ヤ
付

の
場

合
、

入
力

部
2
C

・
2
D

の
ベ

ア
リ

ン
グ

は
L
L
U

に
な

り
ま

す
。

出
力

軸
部

2A
出

力
軸

部
2B

入
力

軸
部

2C
入

力
軸

部
2D

2
0
0
B

・
4
0
0
B

6
2
0
5
Z
Z

6
3
0
4
Z
Z

6
2
0
4
Z
Z

6
3
0
3

型
番

ベ
ア

リ
ン

グ
位

置

7
5
0

～
7
5
0
0

使
用

ベ
ア
リ
ン
グ
呼
称
番
号
一
覧
表

G
3
・
G
6

2
A

:ボ
ー

ル
ベ

ア
リ

ン
グ

ま
た

は
テ

ー
パ

ロ
ー

ラ
ベ

ア
リ

ン
グ

(L
L
U

は
接

触
ゴ

ム
シ

ー
ル

型
)　

　
2
B

、
2
F
、

2
G

:ボ
ー

ル
ベ

ア
リ

ン
グ

(Z
Z

は
金

属
シ

ー
ル

型
)

2
C

:テ
ー

パ
ロ

ー
ラ

ベ
ア

リ
ン

グ
  
 2

D
:ニ

ー
ド

ル
ベ

ア
リ

ン
グ

ま
た

は
ボ

ー
ル

ベ
ア

リ
ン

グ
  
 2

E
:内

輪

出
力

軸
部

2
A

出
力

軸
部

2
B

出
力

軸
部

2
C

G
3

G
6

入
力

軸
部

2
G

遊
星

ギ
ア

部
2D

遊
星

ギ
ア

部
2E

遊
星

ギ
ア

部
2F

7
5
0

6
2
0
6
L
L
U

6
0
0
7

4
T
-
3
0
2
0
3

H
K
 1

2
1
2
(2

)
IR

 8
×

12
×

12
.5

(2
)

6
2
0
0
(3

)
6
2
0
3
Z
Z

1
5
0
0

6
2
0
7
L
L
U

6
0
0
9

4
T
-
3
0
2
0
4

H
K
 1

5
1
6
(2

)
IR

 1
2

×
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×
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.5
(2

)
6
2
0
2
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)
6
2
0
5
Z
Z

2
2
0
0

4
T
-
3
0
2
0
8

6
0
1
0

4
T
-
3
0
2
0
5

6
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0
1
(4

)
-

6
2
0
3
(3

)
6
2
0
6
Z
Z

3
7
0
0

4
T
-
3
0
2
1
0

6
0
1
2

4
T
-
3
0
2
0
6

6
0
0
2
(4

)
-

6
2
0
4
(3

)
6
2
0
7
Z
Z

5
5
0
0

・
7
5
0
0

4
T
-
3
0
2
1
1

6
0
1
3

4
T
-
3
0
2
0
7

6
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0
2
(4

)
-

6
3
0
5
(3

)
6
2
0
8
Z
Z

型
番

ベ
ア

リ
ン

グ
位

置

1

使
用
オ
イ
ル
シ
ー
ル
呼
称
番
号
一
覧
表

出
力

軸
部

2
R

入
力

軸
部

2
S

2
0
0
B

・
4
0
0
B

D
2
5
4
0
8

S
2
0
3
5
8

型
番

シ
ー

ル
位

置
( 
)
は

個
数

、
表

示
無

し
は

1
個

( 
)
は

個
数

、
表

示
無

し
は

1
個

使
用
オ
イ
ル
シ
ー
ル
呼
称
番
号
一
覧
表

出
力

軸
部

2
R

入
力

軸
部

2
S

7
5
0

D
3
0
4
5
8

S
 2

5
4
0
8
 (

2
)

1
5
0
0

D
3
5
5
0
8

S
 3

2
4
5
8
 (

2
)

2
2
0
0

D
4
0
5
8
8

S
 3

8
5
5
8
 (

2
)

3
7
0
0

D
5
0
7
2
9

S
 4

2
6
5
9
 (

2
)

5
5
0
0

・
7
5
0
0

D
5
5
7
2
9

S
 5

0
7
2
9
 (

2
)

型
番

シ
ー

ル
位

置
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2
1
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13
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2Ｂ
26

6
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2 26

8
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5
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2R
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力
部

変
速
部

変
速
部
詳
細
に
つ
い
て
は
P
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参
照

R
3
5
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4

3
6

遊
星

・
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子
減

速
機

部
　

分
解

組
立

図

N
R
X
M

K
-
1
1
K

～
1
8
K
-
G
3
、

G
5

型

2

4
A

、
4
C

:ボ
ー

ル
ベ

ア
リ

ン
グ

(L
L
U

は
接

触
ゴ

ム
シ

ー
ル

型
)　

　
　

4
B

:ア
ン

ギ
ュ

ラ
ベ

ア
リ

ン
グ

入
力
部

変
速
部

減
速
部

40
2

4A

4C

41
5

41
3

15

16

17

1
2

38
22

6

41
2

41
4

4A
4R

41
6

4S
4S

41
7

41
0

40
7

40
8

41
1

40
9

40
9

40
6

4B
4B

40
5

40
4

40
1

40
3

変
速
部
詳
細
に
つ
い
て
は
P
15
参
照

  
減

速
部

は
、

各
部

品
組

立
済

み
の

も
の

を

  
取

扱
っ

て
お

り
ま

す
。

  
減

速
機

ア
ッ

セ
ン

ブ
リ

交
換

と
な

り
ま

す
。

コ
ー

ン
レ

テ
ィ

ナ

コ
ー

ン

変
速

機
出

力
軸

カ
ム

デ
ィ

ス
ク

(
出

力
側

)

ベ
ア

リ
ン

グ
カ

バ
ー

O
リ

ン
グ

シ
ム

パ
ッ

キ
ン

合
フ

ラ
ン

ジ

ケ
ー

ス

低
速

カ
バ

ー

低
速

ベ
ア

リ
ン

グ
ハ

ウ
ス

第
1

段
ピ

ニ
オ

ン

第
1

段
ギ

ヤ

第
2

段
ピ

ニ
オ

ン

第
2

段
ギ

ヤ

出
力

軸

第
1

段
ピ

ニ
オ

ン
用

キ
ー

第
1

段
ギ

ヤ
用

キ
ー

第
2

段
ギ

ヤ
用

キ
ー

第
2

段
ピ

ニ
オ

ン

軸
用

ス
ペ

ー
サ

ー

ド
レ

ン
プ

ラ
グ

油
面

計

ガ
ス

抜
き

ア
イ

ボ
ル

ト

低
速

カ
バ

ー
用

ピ
ン

第
1

段
ピ

ニ
オ

ン
用

ロ
ッ

ク
ナ

ッ
ト

高
速

リ
ン

グ
用

植
込

ボ
ル

ト

低
速

カ
バ

ー
用

ボ
ル

ト

低
速

ベ
ア

リ
ン

グ
ハ

ウ
ス

用
ボ

ル
ト

低
速

カ
バ

ー
用

パ
ッ

キ
ン

第
2

段
ピ

ニ
オ

ン

軸
ベ

ア
リ

ン
グ

用
シ

ム

低
速

軸
ベ

ア
リ

ン
グ

用
シ

ム

2
A

～
2
D

 ベ
ア

リ
ン

グ

R
、

2
R

  
  

オ
イ

ル
シ

ー
ル

1 2

1
3

1
7

3
4

3
5

3
6

3
8

3
9

2
5
1

2
5
3

2
5
4

2
5
5

2
5
6

2
5
7

2
5
8

2
5
9

2
6
0

2
6
1

2
6
2

2
6
3

2
6
4

2
6
5

2
6
6

2
6
7

2
6
8

2
6
9

2
7
0

2
7
2

2
7
3

2
7
6

2
7
7

2
7
8

主
要
部

品
名
称

主
要
部
品
名
称

コ
ー

ン
レ

テ
ィ

ナ

コ
ー

ン

出
力

カ
ム

カ
ム

レ
テ

ィ
ナ

カ
ム

デ
ィ

ス
ク

パ
ッ

キ
ン

(
出

力
側

)

ベ
ー

ス
B

ス
タ

ン
ド

H
S

盲
カ

バ
ー

検
油

栓

シ
ム

S
・

ス
ナ

ッ
プ

リ
ン

グ

ウ
ォ

ー
ム

軸

ケ
ー

ス

注
油

栓

六
角

穴
付

止
ネ

ジ

O
リ

ン
グ

L
S

盲
カ

バ
ー

L
S

カ
バ

ー

O
リ

ン
グ

出
力

軸

ウ
ォ

ー
ム

ホ
イ

ル

フ
ラ

ン
ジ

カ
ラ

ー

4
A

、
4
B

、
4
C

 ベ
ア

リ
ン

グ

4
R

・
4
S

 　
オ

イ
ル

シ
ー

ル

1 2

1
5

1
6

1
7

3
8

2
2
6

4
0
1

4
0
2

4
0
3

4
0
4

4
0
5

4
0
6

4
0
7

4
0
8

4
0
9

4
1
0

4
1
1

4
1
2

4
1
3

4
1
4

4
1
5

4
1
6

4
1
7

27
0

26
7

25
5

27
3

26
0

27
6

25
4

2B

2A26
9

26
2

25
9

27
8

25
8

27
7

25
3 2C

25
1

25
7

25
6

26
3

26
1

2D

2R

※
変

速
機

部
に

つ
い

て
は

P
1
7

を
参

照
し

て
く
だ

さ
い

。

使
用
ベ
ア
リ
ン
グ
呼
称
番
号
一
覧
表

使
用

オ
イ
ル
シ
ー
ル
呼
称
番
号
一
覧
表

2
A

、
2
B

、
2
C

、
2
D

:円
錐

コ
ロ

軸
受

ベ
ア

リ
ン

グ
位

置
出

力
軸

部

2
A

出
力

軸
部

2
B

ピ
ニ

オ
ン

軸
部

2
C

ピ
ニ

オ
ン

軸
部

2
D

変
速

機
型

番
減

速
比

1
1
K

～
1
8
K

G
3

・
G

5
H

R
3
2
2
1
6
J

H
R

3
2
2
1
3
J

H
R

3
0
3
0
8
J

H
R

3
2
2
0
7
J

シ
ー

ル
位

置
出

力
軸

部
R

出
力

軸
部

2
R

変
速

機
型

番
減

速
比

1
1
K

～
1
8
K

G
3

・
G

5
D

6
0
8
2
1
2
(2

)
D

8
0
1
0
5
1
3

( 
)
内

は
個

数
、

表
示

な
し

は
1

個

※
変

速
機

部
に

つ
い

て
は

P
1
5

を
参

照
し

て
く
だ

さ
い

。

ウ
ォ

ー
ム

減
速

機
部

　
分

解
組

立
図

N
R
X
M

(
K
)
-
2
0
0
B

～
5
5
0
0
-
W

1
0・

W
2
0・

W
3
0

型

使
用
ベ
ア
リ
ン
グ
呼
称
番
号
一
覧
表

使
用
オ
イ
ル
シ
ー
ル
呼
称
番
号
一
覧
表

( 
)
内

は
個

数
、

表
示

な
し

は
1

個
( 
)
内

は
個

数
、

表
示

な
し

は
1

個

出
力

軸
部
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A

ウ
ォ

ー
ム

シ
ャ

フ
ト

部
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B

ウ
ォ

ー
ム

シ
ャ

フ
ト

部
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0
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0
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0
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1
0
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0
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0

6
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0
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0
0
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0
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0
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1
0
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0
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D
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2
1
0
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0
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1
0
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2
0
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0

6
2
1
2
L
L
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)

7
3
0
9
B

D
F
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)
6
2
1
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力

軸
部

4
R

ウ
ォ

ー
ム

シ
ャ

フ
ト

部

4
S

2
0
0
B

W
10

・
20

・
30

S
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1
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S
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S
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5
3
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W
1
0

S
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0
3
5
8
 (

2
)

W
2
0

・
3
0

S
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0
5
0
1
1

S
 2

8
4
0
8
 (

2
)

1
5
0
0

W
1
0

W
2
0

・
3
0

S
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5
5
5
1
1

S
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5
5
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2
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2
2
0
0

W
1
0

W
2
0

・
3
0

S
 4

0
6
2
1
2

S
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0
6
5
9
 (

2
)

3
7
0
0

W
1
0

W
2
0

・
3
0

S
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0
7
2
1
2
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0
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2
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5
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0
0

W
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0
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2
0

・
3
0
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0
8
2
1
2
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5
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型
番

型
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ベ
ア

リ
ン

グ
位

置
シ

ー
ル

位
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デ
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ン
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ブ

ッ
シ

ュ
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ス
タ
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ス
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ブ
ッ

シ
ュ

ホ
イ

ル

ホ
イ
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ペ
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サ

偏
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ラ
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ア
リ

ン
グ
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ャ
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ン

イ
ン

タ
ナ
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ビ
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イ
ン
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ナ
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E
R

フ
ラ

ン
ジ
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バ

ー
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リ

ン
グ

ア
ジ

ャ
ス

タ

中
間

軸
ブ

ッ
シ

ュ
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力

軸

S
・

ス
ナ

ッ
プ

リ
ン

グ

ス
ラ

ス
ト

ザ

バ
ラ

ン
ス

ウ
ェ

イ
ト

パ
ッ

キ
ン

(
出

力
側

)

パ
ッ

キ
ン

(
入

力
側

)

た
て

フ
ラ

ン
ジ

ス
タ

ッ
ド

ボ
ル

ト

3
A

～
3
G

 ベ
ア

リ
ン

グ

3
R

・
3
S
  

 オ
イ

ル
シ

ー
ル

1 2

1
5

1
6

1
7

3
8

3
0
1

3
0
6

3
0
7

3
0
9

3
1
0

3
1
1

3
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3
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3
1
7

3
1
9

3
2
0

3
2
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3
3
4

3
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5
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7

3
3
8

3
3
9

3
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0

3
4
1

3
7
0

3
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主
要
部

品
名
称

コ
ロ

ネ
ッ

ト
減

速
機

部
  

 分
解

組
立

図
N
1
1

～
N
7
1
　

A
、

B
、

C
枠

　
N
R
X
M

(
K
)
-
2
0
0
B

～
1
5
0
0
-
G

□
A
、

N
□

B
、

N
□

C
型

※
変

速
機

部
に

つ
い

て
は

P
1
5

を
参

照
し

て
く
だ

さ
い

。

使
用
ベ
ア
リ
ン
グ
呼
称
番
号
一
覧
表

使
用
ベ
ア
リ
ン
グ
呼
称
番
号
一
覧
表

3
A

、
3
B

、
3
E
:ボ

ー
ル

ベ
ア

リ
ン

グ
(Z

Z
は

金
属

シ
ー

ル
型

)

3
C

:ロ
ー

ラ
ベ

ア
リ

ン
グ

　
　

3
F
:ス

ラ
ス

ト
ベ

ア
リ

ン
グ

  
  
 3

G
:内

輪

N
R

X
M

(K
)-

2
0
0
B

・
4
0
0
B

*
倒

立
型

で
セ

ン
サ

ギ
ヤ

付
の

場
合

、
入

力
軸

部
3
E

の
ベ

ア
リ

ン
グ

は
L
L
U

に
な

り
ま

す
。

1

ベ
ア

リ
ン

グ
位

置
出

力
軸

部

3
A

出
力

軸
部

3
B

入
力

軸
部

3
C

入
力

軸
部

3
G

枠
番

減
速

比

A
G

1
1

6
2
0
6
 Z

Z
6
0
0
8
 Z

Z
N

F
 1

5
3
2
1
2

IR
 1

21
51

2

G
1
7

-

B
N

1
1

6
3
0
7
 Z

Z
6
2
0
9
 Z

Z
N

F
  

1
5
3
2
1
2

IR
 1

21
51

2

N
17

,2
9,

35
,4

7,
59

,7
1

-

C
N

1
1

6
3
0
9
 Z

Z
6
2
1
2
 Z

Z
N

F
  

2
2
0
4

IR
 1

72
01

6

N
17

,2
9,

35
,4

7,
59

,7
1

-

ベ
ア

リ
ン

グ
位

置
入

力
軸

部

3
E

入
力

軸
部

3
F

変
速

機
型

番

2
0
0
B

6
3
0
4
Z
Z

-

4
0
0
B

6
3
0
4
Z
Z

-

75
0

6
3
0
5
 Z

Z
5
1
2
0
4

15
00

6
3
0
6
 Z

Z
5
1
2
0
6

使
用
オ
イ
ル
シ
ー
ル
呼
称
番
号
一
覧
表

入
力

軸
部

3
S

2
0
0
B

S
 2

6
3
8
8
 (

2
)

4
0
0
B

S
 2

6
3
8
8
 (

2
)

7
5
0

S
 3

0
4
5
8
 (

2
)

1
5
0
0

S
 3

5
5
0
8
 (

2
)

シ
ー

ル
位

置
出

力
軸

部
3
R

枠
番

減
速

比

A
G

1
1
、

1
7

D
3
0
4
5
8

B
N

1
1
,1

7
,2

9
,3

5
,4

7
,5

9
,7

1
D

4
5
6
2
9

C
N

1
1
,1

7
,2

9
,3

5
,4

7
,5

9
,7

1
D

5
5
7
0
9

型
番

シ
ー

ル
位

置

( 
)
内

は
個

数
、

表
示

な
し

は
1

個

注
2
　

　
  
ホ

イ
ル

2
枚

に
、

枠
別

記
号

お
よ

び
番

号
が

刻
印

し
　

　
　

　 
  

  
 て

あ
り

ま
す

が
、

そ
の

場
合

2
枚

と
も

刻
印

を
上

面

　
　

　
　 

  
  に

し
、

刻
印

を
1
8
0
°

ず
ら

し
て

組
込

み
ま

す
。

注
3
　

　
  

ブ
ッ

シ
ュ

は
偏

心
方

向
と

逆
に

ず
ら

し
ま

す
。

　
　

　
　

  
  

(
下

図
参

照
)

注
5
　

　
 減

速
機

内
部

に
規

定
量

の
グ

リ
ー

ス
を

塗
布

し
ま

す
。

A
枠

の
場

合

注
4
　

　
 偏

心
ロ

ー
ラ

ベ
ア

リ
ン

グ
1

個
は

、
刻

印
を

下
面

に
し

、

  
  

  
  

  
 バ

ラ
ン

ス
ウ

ェ
イ

ト
は

偏
心

が
1
8
0
°

ず
れ

る
よ

う
に

組

  
  

  
  

  
 込

み
ま

す
。

B
・

C
枠

の
場

合

  
 
　

　
  

 偏
心

ロ
ー

ラ
ベ

ア
リ

ン
グ

1
個

は
、

刻
印

を
上

面
に

し
、

  
  

  
  

  
 1

個
は

刻
印

を
下

面
に

し
て

組
み

ま
す

と
、
 偏

心
1
8
0
°

  
  

  
  

  
 ず

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

ロ
ー

ラ
の

回
転

部
分

に

  
  

  
  

  
 グ

リ
ー

ス
を

塗
布

し
て

組
込

み
ま

す
。

番
号

刻
印

番
号

刻
印

ホ
イ

ル
偏

心
方

向

ブ
ッ

シ
ュ

偏
心

方
向

■
分

解
順

の
一

例

 1
  

 ベ
ー

ス
を

取
外

す
(
出

力
軸

A
ss

y
を

取
外

す
)。

 2
  

 出
力

軸
側

の
ホ

イ
ル

、
ブ

ッ
シ

ュ
、

偏
心

ロ
ー

ラ
ベ

ア
リ

ン
グ

を
取

外
す

。

 3
  

 ス
ペ

ー
サ

を
取

外
す

。

 4
  

 入
力

軸
側

の
ホ

イ
ル

、
ブ

ッ
シ

ュ
、

偏
心

ロ
ー

ラ
ベ

ア
リ

ン
グ

を
取

外
す

。

 5
  

 変
速

機
か

ら
E
R

フ
ラ

ン
ジ

を
取

外
す

。

刻
印

刻
印

刻
印

出 力 軸

■
組

立
順

序
は
、

分
解

の
逆

に
な
り
ま
す

注
1
　

　
イ

ン
タ

ナ
ル

両
面

接
合

部
お

よ
び

変
速

部
の

接
合

部
に

　
　

　
　

　は
パ

ッ
キ

ン
を

入
れ

て
く
だ

さ
い

。

　
　

　
　

  パ
ッ

キ
ン

に
変

形
、

亀
裂

等
が

あ
れ

ば
正

常
品

と
取

替

　
　

　
　

 え
て

く
だ

さ
い

。
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デ
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リ
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ッ
プ

リ
ン
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力

軸
ブ
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シ
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ス
ペ
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デ
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ス
タ
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ラ
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ブ
ッ

シ
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ペ
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偏
心

ロ
ー

ラ
ベ

ア
リ

ン
グ

キ
ャ
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ピ
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ホ
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ダ
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組

立
順

序
は
、

分
解

の
逆

に
な
り
ま
す

注
1
　

　
　

 イ
ン

タ
ナ

ル
両

面
接

合
部

お
よ

び
変

速
部

の
接

合
部

　
　

　
　

　
　に

は
パ

ッ
キ

ン
を

入
れ

て
く
だ

さ
い

。

　
　

　
　

  
  

パ
ッ

キ
ン

に
変

形
、

亀
裂

等
が

あ
れ

ば
正

常
品

と
取

  
  

  
  

  
  

 替
え

て
く
だ

さ
い
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注
2
　

　
  

 ホ
イ

ル
2

枚
に

、
枠

別
記

号
お

よ
び

番
号

が
刻

印
し

  
  

 　
　

　
　て

あ
り

ま
す

が
、

そ
の

場
合

2
枚

と
も

刻
印

を
上

面

  
  

  
  

  
  

 に
し

、
刻

印
を

1
8
0
°

ず
ら

し
て

組
込

み
ま

す
。

注
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 ブ
ッ

シ
ュ

は
偏

心
方

向
と

逆
に

ず
ら

し
ま

す
。

　
　

　
  

  
　

(
下

図
参

照
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注
5
　

　
  
 減

速
機

内
部

に
規

定
量

の
オ

イ
ル

を
注

油
し

ま
す
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注
4
　

　
  

 偏
心

ロ
ー

ラ
ベ

ア
リ

ン
グ

1
個

は
、

刻
印

を
上

面
に

し
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 1
個
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刻

印
を
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面

に
し

て
組

み
ま

す
と

、
偏

心
が

  
  

  
  

  
  

 1
8
0
°

ず
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す
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ー
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の
回
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に
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塗
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ま
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イ
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プ

リ
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キ
ン
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パ
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キ
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パ
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ト
減
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7
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0
-
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□
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N
□

F
型

※
変

速
機

部
に

つ
い

て
は

P
1
5

を
参

照
し

て
く
だ

さ
い

。

使
用
ベ
ア
リ
ン
グ
呼
称
番
号
一
覧
表

使
用

ベ
ア
リ
ン
グ
呼
称
番
号
一
覧
表

3
A

、
3
D

、
3
E
:ボ

ー
ル

ベ
ア

リ
ン

グ
(Z

Z
は

金
属

シ
ー

ル
型

、
N

R
は

ス
ナ

ッ
プ

リ
ン

グ
付

)

3
C

:ロ
ー

ラ
ベ

ア
リ

ン
グ

　
　

3
F
:ス

ラ
ス

ト
ベ

ア
リ

ン
グ

3
A

: 
倒

立
型

は
L
L
U

3
D

: 
た

て
型

は
Z
Z

2

使
用
オ
イ
ル
シ
ー
ル
呼
称
番
号
一
覧
表

シ
ー

ル
位

置
出

力
軸

部
3
R

枠
番

減
速

比

D
N

1
1
,1

7
,2

9
,3

5
,4

7
,5

9
,7

1
D

 7
5
1
0
0
1

E
N

1
1
,1

7
,2

9
,3

5
,4

7
,5

9
,7

1
D

 8
5
1
1
0
1
3

F
N

1
1
,1

7
,2

9
,3

5
,4

7
,5

9
,7

1
D

 1
1
0
1
4
0
1
4

ベ
ア

リ
ン

グ
位

置
出

力
軸

部

3
A

入
力

軸
部

3
C

入
力

軸
部

3
D

枠
番

減
速

比

D
N

1
1

6
2
1
3
N

R
N

F
 2

2
0
4

60
10

N
17

,2
9,

35
,4

7,
59

,7
1

N
F
 2

3
0
5

62
10

E
N

1
1

6
3
1
5
N

R
N

F
 2

3
0
5

60
15

N
17

,2
9,

35
,4

7,
59

,7
1

N
F
 2

3
0
6

F
N

1
1
,1

7
6
3
1
9
N

R
N

F
 2

3
0
6

6
2
1
6

N
2
9
,3

5
,4

7
,5

9
,7

1
N

F
 2

3
0
8

( 
)
内

は
個

数
、

表
示

な
し

は
1

個

番
号

刻
印

番
号

刻
印

ホ
イ

ル
偏

心
方

向

ブ
ッ

シ
ュ

偏
心

方
向

■
分

解
順

の
一

例

 1
 　

六
角

穴
付

プ
ラ

グ
を

抜
い

て
、

オ
イ

ル
排

出
す

る
。

 2
 　

ベ
ア

リ
ン

グ
カ

バ
ー

を
取

外
す

。

 3
 　

ベ
ア

リ
ン

グ
3
A

の
ス

ナ
ッ

プ
リ

ン
グ

を
取

外
す

。

 4
 　

ベ
ー

ス
を

取
外

す
。

 5
 　

キ
ャ

リ
ア

ピ
ン

の
ボ

ル
ト

を
取

外
し

、
出

力
軸

を
抜

く
。

 6
 　

出
力

軸
側

の
ホ

イ
ル

、
ブ

ッ
シ

ュ
、

偏
心

ロ
ー

ラ
ベ

ア
リ

ン
グ

を
取

外
す

。

 7
 　

ス
ペ

ー
サ

を
取

外
す

。

 8
 　

入
力

軸
側

の
ホ

イ
ル

、
ブ

ッ
シ

ュ
、

偏
心

ロ
ー

ラ
ベ

ア
リ

ン
グ

を
取

外
す

。

 9
 　

ホ
ル

ダ
を

取
外

し
、

変
速

機
か

ら
E
R

フ
ラ

ン
ジ

を
取

外
す

。

刻
印

刻
印

シ
ー

ル
位

置
出

力
軸

部

3
S

変
速

機
型

番

1
5
0
0

S
 3

5
5
0
8
 (

2
)

2
2
0
0

S
 5

0
6
5
9
 (

2
)

3
7
0
0

S
 5

0
6
5
9
 (

2
)

5
5
0
0

・
7
5
0
0

S
 5

5
7
2
9
 (

2
)

ベ
ア

リ
ン

グ
位

置
入

力
軸

部

3
E

入
力

軸
部

3
F

変
速

機
型

番

1
5
0
0

6
3
0
6
 Z

Z
5
1
2
0
6

2
2
0
0

6
3
0
7
 Z

Z
5
1
2
0
7

3
7
0
0

6
3
0
7
 Z

Z
5
1
3
0
7

55
00

・
75

00
6
3
0
9
 Z

Z
5
1
3
0
8
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■
組

立
順

序
は
、

分
解

の
逆

に
な
り
ま
す

注
1
　

　
  

 曲
線

板
2

枚
に

、
番

号
が

刻
印

し
て

あ
り

ま
す

が
、
　

　
　

 
  

  
  

 そ
の

場
合

曲
線

板
2

枚
と

も
刻

印
を

上
面

に
し

、

  
  

  
   

  
  

 刻
印

を
1
8
0
°

ず
ら

し
て

組
込

み
ま

す
。

注
3
　

　
  

 オ
イ

ル
シ

ー
ル

、
カ

ラ
ー

、
パ

ッ
キ

ン
等

が
磨

耗
や

　
　

　
  

  
  
損

傷
し

た
場

合
は

、
油

漏
れ

の
原

因
と

な
り

ま
す

の

  
  

  
  

  
  

 で
新

品
と

交
換

し
て

く
だ

さ
い

。

内
接

式
遊

星
減

速
部

  
 分

解
組

立
図

C
1
1

～
C
8
7
　

H
、

L
枠

　
N
R
X
M

K
-
1
1
K

～
1
8
K
-
C

□
H
、

C
□

L
型

※
変

速
機

部
に

つ
い

て
は

P
1
7

を
参

照
し

て
く
だ

さ
い

。

使
用
ベ
ア
リ
ン
グ
呼
称
番
号
一
覧
表

3

ベ
ア

リ
ン

グ
位

置
フ

ラ
ン

ジ
部

減
速

部

枠
番

お
よ

び
減

速
比

⑭
⑮

⑯
②

⑤
⑦

⑧

H
C

1
1
,2

1
,2

9
,4

3
,8

7
6
3
1
2

6
3
1
2
Z
Z

8
1
2
1
2

6
4
0
8

8
5
U

Z
S
8
9
T
2

6
2
2
1
N

R
60

26

L
C

1
1
,2

1
,2

9
,4

3
,8

7
6
3
1
2

5
3
1
2

8
1
2
1
2

N
J
3
1
3
E
V

3
E
-
1
0
5
U

Z
S
2
2
3

2
3
0
2
6
B

N
R

C
2

N
U

P
22

8C
2

刻
印

刻
印

刻
印

刻
印

刻
印

刻
印

刻
印

刻
印

注
2
　

　
軸

受
⑤

の
刻

印
面

を
互

い
に

外
側

に
し

て
、

　
　

　
 
偏

心
体

R2
に

組
み

ま
す

。

主
要
部
品
名
称

C
型

軸
用

止
め

輪

軸
受

デ
ィ

ス
タ

ン
ス

ピ
ー

ス
B

当
金

軸
受

低
速

軸

軸
受

軸
受

内
ピ

ン

パ
ッ

キ
ン

パ
ッ

キ
ン

フ
ラ

ン
ジ

付
外

カ
バ

ー

オ
イ

ル
シ

ー
ル

グ
ラ

ン
ド

カ
ラ

ー

プ
ラ

グ

上
ボ

ル
ト

パ
ッ

キ
ン

枠 偏
心

体

曲
線

板

外
ピ

ン

外
ロ

ー
ラ

サ
シ

ワ

内
ロ

ー
ラ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑩ ⑪ ⑫ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ 3226 36 R
1

R
2

R
5

R
3

R
6

R
4

R
7

■
分

解
順

の
一

例

 ・
減

速
部

を
下

に
し

、
上

ボ
ル

ト
を

外
し

低
速

部
を

分
離

す
る

。

 
減

速
部

の
分

解
手

順

　
内

ロ
ー

ラ
R7
 
 
 
曲

線
板

R3
 
 
 
サ

シ
ワ

R6
 
 
 
C

型
軸

用
止

め
輪

①

  
 軸

受
②

　
  

デ
ィ

ス
タ

ン
ス

ピ
ー

ス
B

③
　

、
当

金
④

　
 
偏

心
体

R
2
(
偏

心

  
 体

用
軸

受
⑤

付
)　

  
曲

線
板

R3
　

 
当

金
④

　
 
枠

R1
　

 
外

ピ
ン

R4

 
 
外

ロ
ー

ラ
R5

 
低

速
部

の
分

解
手

順

　
カ

バ
ー

(
グ

ラ
ン

ド
)
⑰

　
  

C
型

軸
受

け
用

止
め

輪
7'
  

  
 低

速
軸

⑥
(
⑦

⑩
⑧

⑱
付

)

■
減

速
部

(
横

型
)

■
減

速
部

(
た
て
型

)

⑩

⑧
1
5

1
9

1
6

1
8

2
1

1
7

2
2

3
2

1
7
1

D
7
4

E

3
8

⑳
③

⑮
④

⑱
⑯

①
⑭

4
2
4

2
5

2
9

2
0

28

減
速
機
部

フ
ラ
ン
ジ
部

N
R
X
無
段
変
速
機

22

2
7

3
0

6
2
6

8
1

9
6

S

7
6

8
0

7
7

F
7
9

主
要
部
品
名
称

C
型

軸
用

止
め

輪

軸
受

デ
ィ

ス
タ

ン
ス

ピ
ー

ス
B

当
金

軸
受

低
速

軸

軸
受

C
型

軸
受

け
用

止
め

輪

軸
受

内
ピ

ン

パ
ッ

キ
ン

パ
ッ

キ
ン

横
外

カ
バ

ー

オ
イ

ル
シ

ー
ル

カ
バ

ー

カ
ラ

ー

給
油

栓

上
ボ

ル
ト

パ
ッ

キ
ン

枠 偏
心

体

曲
線

板

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑩ ⑪ ⑫ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱7' 22 24 28 R
1

R
2

R
3

外
ピ

ン

外
ロ

ー
ラ

サ
シ

ワ

内
ロ

ー
ラ

R
4

R
5

R
6

R
7

⑥ ⑰
⑪

⑦
⑧

①
②

③
⑫

⑱
⑯

⑮
⑩

7’
22

R7
R3

R5
R1

R4
28

R6
R2

24
⑤

④
④ ⑩ ⑯ ⑱ ⑥①

⑤ ⑫ ③ ② ⑪ ⑦ ⑰⑧ ⑮R5 R1 R4R2 36 26

R3 R6 R7 32

コ
ー

ン
レ

テ
ィ

ナ

コ
ー

ン

リ
ン

グ

ゴ
ム

パ
ッ

キ
ン

ガ
イ

ド
シ

ャ
フ

ト

出
力

カ
ム

カ
ム

レ
テ

ィ
ナ

カ
ム

デ
ィ

ス
ク

入
力

カ
ム

補
助

バ
ネ

バ
ネ

ニ
ー

ド
ル

ロ
ー

ラ

バ
ネ

シ
ー

ト

ラ
ッ

ク
ギ

ヤ
ホ

ル
ダ

ラ
ッ

ク
ギ

ア

カ
バ

ー
パ

ッ
キ

ン

カ
バ

ー

目
盛

板

ブ
レ

ス
キ

ャ
ッ

プ

パ
ッ

キ
ン

（
出

力
側

）

入
力

円
板

入
力

軸
ホ

ル
ダ

フ
ァ

ン

M
軸

1 2 3 4 6

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
4

2
5

2
6

2
7

2
9

3
0

3
8

7
1

7
4

7
6

7
7

ウ
ェ

ー
ブ

ワ
ッ

シ
ャ

フ
ァ

ン
カ

バ
ー

パ
ッ

キ
ン

(
入

力
側

)

カ
ラ

ー
B

ス
ラ

ス
ト

ロ
ー

ラ
ベ

ア
リ

ン
グ

ボ
ー

ル
ベ

ア
リ

ン
グ

ボ
ー

ル
ベ

ア
リ

ン
グ

オ
イ

ル
シ

ー
ル

7
9

8
0

8
1

9
6 D E
  

F S

主
要
部
品
名
称

■
変
速
部

■
フ
ラ
ン
ジ
部

フ
ラ

ン
ジ

ベ
ア

リ
ン

グ
カ

バ
ー

カ
ラ

ー

中
間

軸

当
金

ボ
ー

ル
ベ

ア
リ

ン
グ

ボ
ー

ル
ベ

ア
リ

ン
グ

ス
ラ

ス
ト

ロ
ー

ラ
ベ

ア
リ

ン
グ

S
・

ス
ナ

ッ
プ

リ
ン

グ

オ
イ

ル
シ

ー
ル

プ
ラ

グ

シ
ム

① ③ ④ ⑧ ⑩ ⑭ ⑮ ⑯ ⑱ ⑳ ㉒ ㉘

使
用
オ
イ
ル
シ
ー
ル
呼
称
番
号
一
覧
表

シ
ー

ル
位

置
フ

ラ
ン

ジ
部

減
速

部

枠
番

お
よ

び
減

速
比

⑳
⑯

H
C

1
1
,2

1
,2

9
,4

3
,8

7
S
8
0
1
0
5
1
3
(2

)
D

1
2
0
1
5
5
1
6

L
C

1
1
,2

1
,2

9
,4

3
,8

7
S
8
0
1
0
5
1
3
(2

)
D

1
6
0
1
9
0
1
6

( 
)
内

は
個

数
、

表
示

な
し

は
1

個
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2

1

9
1
3

3
8

1
3

1
1

1
4

1
7

A

B

A

B 7
3

8

9

9
1
4

9
1
5

9
1
6

7

9

8
1

8
2

2

9
1
3

1
3

1
1

1
4

1
7

9
1
4

9
1
5

9
1
6

1

3

4

6

3
8

A

B

A

B

ポ
テ
ン
シ
ョ
仕
様
は

付
属
し
ま
せ
ん
。

出
力
部
の
詳
細
は
P
17
参
照

出
力
部
の
詳
細
は
15
ペ
ー
ジ
参
照

N
R
X
M
(K
)R
-2
00
B
～
75
00
　
※
変
速
機
部
に
つ
い
て
は
P
15
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

変
速
機

入
力
部

出
力
部

変
速
部

入
力
部

出
力
部

9
0
5

9
1
7

9
0
1

9
1
8

9
1
2

8
1

8
2

5

9
0
3

9
1
7

9
1
0

9
1
1

9
1
7

9
1
1

9
1
0

9
0
8 9

0
9

9
1
1

9
1
0

9
0
8 9

0
9

9
0
6

9
1
7

9
0
7

9
0
6

9
0
3

9
1
2

9
0
3

9
0
1

9
1
8

9
1
2

9
0
1

9
1
8

9
0
7

9
0
8 9
0
9

9
1
0

9
1
1

ポ
テ
ン
シ
ョ
仕
様
の
場
合

標
準
仕
様
の
場
合

耐
圧
防
爆
仕
様
の
場
合

ジ
ョ
イ
ン
ト

9
0
3

9
0
2

9
0
1

9
1
8

9
0
6

9
0
4

9
0
7

5

5

6

37
00
型
以
上

4
4

N
R
X
M
K
R
-1
1K
～
18
K
　
※
変
速
機
部
に
つ
い
て
は
P
17
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動

制
御

仕
様

　
変

速
操

作
部

  
 分

解
組

立
図

コ
ー

ン
レ

テ
ィ

ナ

コ
ー

ン

リ
ン

グ
A

ss
y

ゴ
ム

パ
ッ

キ
ン

ワ
ッ

シ
ャ

ガ
イ

ド
シ

ャ
フ

ト

ベ
ー

ス

六
角

穴
付

プ
ラ

グ

ケ
ー

ス

カ
ラ

ー

出
力

軸

セ
ン

サ
ギ

ヤ

カ
ム

デ
ィ

ス
ク

パ
ッ

キ
ン

(
出

力
側

)

モ
ー

タ

パ
ッ

キ
ン

(
入

力
側

)

ヘ
ッ

ド
カ

バ
ー

ポ
テ

ン
シ

ョ
取

付
台

ブ
レ

ス
キ

ャ
ッ

プ

ポ
テ

ン
シ

ョ

カ
バ

ー

ク
ラ

ッ
チ

A

ク
ラ

ッ
チ

B

バ
ネ

ス
チ

ー
ル

ボ
ー

ル

ギ
ヤ

ヘ
ッ

ド

パ
イ

ロ
ッ

ト
モ

ー
タ

目
盛

板

出
力

軸
ホ

ル
ダ

A
ss

y

マ
グ

ネ
チ

ッ
ク

セ
ン

サ

O
リ

ン
グ

マ
ル

ナ
ッ

ト

セ
ッ

ト
ボ

ル
ト

パ
ッ

キ
ン

(
ヘ

ッ
ド

部
)

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
1

1
3

1
4

1
7

3
8

8
2

8
1

9
0
1

9
0
2

9
0
3

9
0
4

9
0
5

9
0
6

9
0
7

9
0
8

9
0
9

9
1
0

9
1
1

9
1
2

9
1
3

9
1
4

9
1
5

9
1
6

9
1
7

9
1
8

主
要
部
品
名
称

N
R
X
M

(
K
)
R
-
2
0
0
B

～
1
8
K

型
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